
開催日：2022/05/15

やねだん故郷創世塾「誰一人取り残されないデジタル社
会の実現」

属性回答集計

【属性】性別

No 回答 人数 ％
1 男性 21 66
2 女性 11 34
3 性別無回答 0 0

合計 32  



【属性】年代

No 回答 人数 ％
1 アソシエイト（～34歳） 5 16
2 リーダー（35～59歳） 23 72
3 シニア（60歳～） 4 13

合計 32  



【属性】職業

No 回答 人数 ％
1 農業 2 6
2 林業 0 0
3 漁業 0 0
4 鉱業 0 0
5 建設業 0 0
6 製造業 0 0
7 電気・ガス・熱供給・水道業 0 0
8 情報通信業 4 13
9 運輸業 0 0
10 卸売・小売業 1 3
11 金融・保険業 0 0
12 不動産業 0 0
13 飲食店・宿泊業 0 0
14 医療・福祉 9 28
15 教育、学習支援業 1 3
16 複合サービス事業 3 9
17 サービス業（他に分類されないもの） 3 9
18 公務（他に分類されないもの） 8 25
19 分類不能の産業 0 0
20 学生（国内） 0 0
21 学生（海外） 0 0
22 無職 1 3
23 未登録 0 0

合計 32  



開催日：2022/05/15

やねだん故郷創世塾「誰一人取り残されないデジタル社
会の実現」

設問回答集計

【Ｑ1】あなたは政府が提唱する”Society
5.0”をご存じですか？五択の中から一つ選択してください。

No 回答 人数 ％
1 ”Society 5.0”という言葉を聞いたことが無い 7 27
2 ”Society 5.0”聞いたことはあるが意味は分からない 10 38
3 ”Society 5.0”ある程度は意味を理解している 6 23
4 ”Society 5.0”の意味をちゃんと理解している 1 4
5 ”Society 5.0”の意味を他者に説明することができる 2 8

合計 26  



【Ｑ2】あなたは生活や仕事で「デジタル活用」ができていますか？次の五択の
中から一つ選択してください。

No 回答 人数 ％
1 できない 1 4
2 あまり上手くできない 5 20
3 ある程度できる 9 36
4 できる 3 12
5 他者をサポートできる 7 28

合計 25  



プログラム名 やねだん故郷創世塾「誰一人取り残されないデジタル社会の実
現」

単元名 リアルタイム学習

アンケートタイトル やねだん故郷創世塾「誰一人取り残されないデジタル社会の実現
」

質問1 「誰一人取り残されないデジタル社会の実現」をお聴きいただき、質問・
意見・感想等ありましたら自由にお書きください。

【自由記述】

・地域にはパソコンやスマホを持たない世代の人が多くいらっしゃるので、実際にいま
いる地域でデジタル化が進められるかというと難しいと感じる。しかし、わかる人が丁
寧に教えていく風土は少しずつでも広げていきたい。

・高齢者の方はスマートフォンを持たない方が多いですが、どのような対応があります
か？

・特になし

・半年ぶりにアクセスさせていただきました。苦手なことは相変わらずでした

・今回のようなナレッジ共有機会を、自社ビジネスや地域創生、カルチャー等のミニマ
ムコミュニティで開催行きたいと思いました。地域別課題解決への実践的なデジタル公
民館を目指し、やねだんイズムや繋がりを活かし取組んで行きたいです。本日の御礼ま
で

・「誰一人取り残さない」ではなく「誰一人取り残されない」とされているのは、自分
ごとという意味でしょうか。

・本気でやるならデジタルに慣れ親しんでいる高齢者の方たちが推進の原動力とならな
いといけないような気がします。社会的立場の強い非デジタルの方を自分事として考え
て頂けるような領域に取り込んでいかないといけないと思います。

・これからはデジタル社会なので、全世代がスマホ、タブレット、パソコンを使える時
代になってくると思うので、デジタル支援も必要になってくると思います。

・私は24歳で、若者代表だと思いますので、
沢山の人をITリテラシー高くしたいと思います。

・今は電話とeメールとラインが少々です。

・講義ありがとうございました 私は パソコンが苦手で 今 少しずつ頑張ってますが
講義に参加し デジタル社会の現実を色々
知る事が出来ました。ありがとうございました



質問2 今後、Real空間とVirtual空間の融合は避けては通れません。KK2⇒やねだ
ん自治公民館のオンライン講義をご体験いただきましたが、あなたのご感
想ご意見等あれば自由にお書きください。

【自由記述】

・質問に対する回答の集計結果がリアルタイムでみられるのは、画期的だった。 

・受講側がPCを使わずに配信するのは初めてみた

・Realとvirtualどちらも必要なことだと思います。

・よりやねだんで学んだ内容のリアル&バーチャルの施策を考えて行きたいです

・久保田さんのおっしゃる通りVirtual空間では情報共有はできても共感は生まれない
と思います。やはりRealとVirtualの融合は人間の生活には永遠に必要と思います。

・融合がベストと思います。やねだんをモデルとしてリアルとバーチャルの在り方を示
していければいいですね。

・オンライン講座を始めて経験しましたが、やねだんに限らず、前自治公民館に必要か
と思います。

・いつか、メタバースの世界で 交流できればと思います。
やねだんのメタバース世界を開いて、
塾生同士の交流のプラットフォームを作りたいです。

・今から勉強します。


